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 藤枝市有機農業実施計画 

１．市区町村                                      

 

  藤枝市 

 

２．計画対象期間                                   

 

  令和６年度から令和１１年度 

 

３．対象市町村における有機農業の現状と５年後に目指す目標               

 

ア 有機農業の現状 

 本市は、静岡県のほぼ中央に位置し、温暖な気候などに恵まれていることから、南部地域

では大井川の扇状地として肥沃な志太平野が広がり、多品目栽培が行われている。また、古

くから茶の集散地として栄え、茶を基幹産業とした農業の振興を展開している。 

こうした中、本市では、国の環境保全型農業直接支払交付金の対象となる有機農業を強  

力に推進しており、現在は法人経営体が６社、個人経営体が１５者の合計２１経営体が有機

農業に取り組んでいる。栽培品目は、茶と水稲が主なもので、栽培面積ベースでは茶が４８．

２５ｈａ（７９．８％）、水稲が１１．４４ｈａ（１９％）、続いて野菜が０．８２ｈａ（１．

２％）等となっている。 

そのような中、本市は令和５年２月に「オーガニックビレッジ宣言」を行い、有機農業の

生産から消費まで一貫したサイクルの確立に向け、農業者や事業者、地域内外の住民を巻き

込んだ地域ぐるみの取り組みを推進している。 

令和５年度は市内全小中学校や幼児教育・保育施設へ有機食材の提供を行うとともに、環

境に配慮した持続可能な有機農業の特性である「地球温暖化防止効果」や「生物多様性への

貢献」などを伝え、児童・生徒への食育を推進した。また、その取り組みを広報誌等で広く

周知することで、市民全体に有機農業や有機農産物の理解促進を図っている。 

有機農業の推進における課題は、有機栽培農地の団地化をはじめ、生産者の取組面積の拡

大や新たな生産者の確保であり、新規就農者の獲得並びに耕作放棄地から有機栽培へ転換を

図るなど、規模拡大に向け強力に推進する必要がある。 

さらには、有機農産物が消費者から高く評価され「選ばれる食材」となるよう、消費に対

する方策を検討する必要がある。 

 

イ ５年後に目指す目標 

取組内容 令和６年度 令和９年度 令和１１年度 

有機農業の面積拡大 ６９．５８ｈａ ７５．２９ｈａ ８６．２９ｈａ 

有機農産物販売量の拡大 １３５．６０ｔ １５１．５１ｔ １７３．８３ｔ 

有機農業者の増加 ２２人 ２９人  ３１人 
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４．取組内容                                     

 

ア 有機農業の生産段階の推進の取組 

 

 有機農産物の海外輸出への支援 

 ・有機農産物の海外輸出を推進するため、有機ＪＡＳ認証取得経費と残留農薬検査に係る経

費の一部補助や、有機圃場転換農園への奨励金を助成することで、生産者の負担を軽減し、

さらなる海外輸出を実現する。 
  
 有機圃場団地化 

・既存の生産者や新たな生産者が取り組みやすくなるよう、有機栽培農地と慣行栽培農地の

ゾーニングや有機栽培農地の団地化に向け、策定した地域計画を活用し地域との話し合い

を継続していく。 

・国、県、ＪＡ、生産者などと連携しながら基盤整備事業の推進や、乗用型管理機導入を支 

 援することで、高品質で効率的な生産体制を整えていく。 

 

 有機稲作研究会の発足 

 ・令和５年度に発足した「有機稲作研究会」で、有機米生産拡大に向けた栽培方法等を検討

することにより、新規就農者の確保や有機栽培への転換を推進する。 

 

 スマート農業機器導入への支援 

 ・農業者の高齢化や担い手不足の中、農業生産における省力化、生産性の向上を目的に、水 

田除草用ロボットなどのスマート農業機器購入経費の一部を補助することで、生産面積の 

拡大をはじめ、新たな生産者の確保を図る。 

 

 有機堆肥の開発 

・堆肥の地域内利用を促進するため、新たな有機質肥料の開発を検討する。 

 

イ 有機農業で生産された農産物の流通、加工、消費等の取組 

 

 加工品やメニューの開発 

 ・市内の飲食店などと連携し、有機農産物を活用した新たな加工品やメニューの開発を行う 

ことで、有機農産物のＰＲ及びブランドの確立を目指す。 

 

学校給食への有機食材の提供 

 ・学校給食、保育食などへ有機食材を提供することにより、安定的な消費先を確保するとと 

もに、児童・生徒たちの健康や地域農業の学び、環境への関心といった食育を推進し、併 

せて有機農産物のＰＲを行う。 

・近隣市町と連携し、行政区を超えた学校給食への有機食材の提供に向け検討し、消費拡大

を図っていく。 

 

消費ＰＲ活動 

 ・有機食材の消費拡大に向け、オーガニックシティ推進コーディネーターを活用し、有機農

業の生産から消費に係るネットワークの構築（市内イベントやオーガニックマーケットな

ど含む）することで、有機農産物のＰＲ及び消費拡大に繋げる。 

 ・市内スーパーや直売所等に有機農産物販売コーナーの設置を推進する。 

・ふるさと納税返礼品へ有機農産物を出品することで、全国に向け本市の有機農産物の魅力 

を発信し、生産者の販路拡大に繋げる。 

 ・有機食材の購入や飲食ができる店舗のチラシやマップ等を作成し、市民へ向けて PR するこ 
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とで、有機農産物の消費拡大に繋げる。 

５．取り組み推進体制                                 

 

ア 実施体制 

 
 

イ 関係者の役割 

 

 行政機関（静岡県・藤枝市） 

 「藤枝市有機農業実施計画」に基づく事業に必要な事務・政策支援に関すること 

 

NPO 法人しずおかオーガニックウェブ 

  企画支援に関すること 

 

 有機農業者 

  担い手の確保、取組面積の拡大、販路開拓、スマート農業機器の導入、有機農産物の PR、 

圃場の団地化、栽培技術研修会に関すること 

 

畜産農家 

  堆肥の供給に関すること 

 

 大井川農業協同組合 

  圃場の団地化に向けた支援、有機稲作研究会、有機質肥料の開発、新規就農者への支援、 

有機肥料・有機資材の販売、有機農産物の流通、有機栽培への転換支援に関すること 

 

 

 藤枝商工会議所 

  市内飲食店との連携、消費拡大に関すること 
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 生活クラブ生協静岡 志太支部 

  有機農産物の PR 及び消費拡大に関すること 

 

 市内飲食店 

有機農産物の PR 及び消費拡大、加工品の開発に関すること 

 

 れんげじオーガニックマーケット 

有機農産物の PR 及び消費拡大に関すること 

 

 志太地区でオーガニック給食を進める会 

  学校給食における有機農産物の食材提供に関すること 

 

 有機の郷・藤枝 

  有機農産物の生産、消費拡大等に関すること 

 

６．資金計画                                     

 

別紙のとおり 

 

７．本事業以外の関連事業の概要                            

 

 

 

８．みどりの食料システム法に基づく有機農業の推進方針について             

 

静岡県と共同で基本計画を策定し、本計画に沿った推進を図る。 

 

９．その他                                      
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６ 資金計画 

 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 

区

分 

１．生産段階 

8,200 千円 

 

 

・有機農産物の海外輸出

への支援 2,000 千円 

 

・有機圃場転換農園への

支援 4,200 千円 

 

・スマート農業機器導入

への支援 2,000 千円 

 

 

２．流通、加工、消費等 

6,850 千円 

 

【内訳】 

・学校給食への有機食材

の提供 4,414 千円 

 

・幼児保育施設への有機

茶の導入 1,467 千円 

 

・消費 PR 活動 

 969 千円 

１．生産段階 

6,200 千円 

 

 

・有機農産物の海外輸出

への支援 2,200 千円 

 

・有機圃場転換農園への

支援 2,000 千円 

 

・スマート農業機器導入

への支援 2,000 千円 

 

 

２．流通、加工、消費等 

7,10１千円 

 

【内訳】 

・学校給食への有機食材

の提供 4,834 千円 

 

・幼児保育施設への有機

茶の導入 1,467 千円 

 

・消費 PR 活動 

 800 千円 

１．生産段階 

6,200 千円 

 

 

・有機農産物の海外輸出

への支援 2,200 千円 

 

・有機圃場転換農園への

支援 2,000 千円 

 

・スマート農業機器導入

への支援 2,000 千円 

 

 

２．流通、加工、消費等 

7,821 千円 

 

【内訳】 

・学校給食への有機食材

の提供 5,554 千円 

 

・幼児保育施設への有機

茶の導入 1,467 千円 

 

・消費 PR 活動 

 800 千円 

１．生産段階 

6,200 千円 

 

 

・有機農産物の海外輸出

への支援 2,200 千円 

 

・有機圃場転換農園への

支援 2,000 千円 

 

・スマート農業機器導入

への支援 2,000 千円 

 

 

２．流通、加工、消費等 

8,541 千円 

 

【内訳】 

・学校給食への有機食材

の提供 6,274 千円 

 

・幼児保育施設への有機

茶の導入 1,467 千円 

 

・消費 PR 活動 

 800 千円 

１．生産段階 

6,200 千円 

 

 

・有機農産物の海外輸出

への支援 2,200 千円 

 

・有機圃場転換農園への

支援 2,000 千円 

 

・スマート農業機器導入

への支援 2,000 千円 

 

 

２．流通、加工、消費等 

9,261 千円 

 

【内訳】 

・学校給食への有機食材

の提供 6,994 千円 

 

・幼児保育施設への有機

茶の導入 1,467 千円 

 

・消費 PR 活動 

 800 千円 

合

計 
15,050 千円 13,301 千円 14,021 千円 14,741 千円 15,461 千円 

※４の取組内容に記載されているが資金計画に反映されていない予算については今後調整する。 

別  紙 


